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そ
う
し
た
場
合
、
結
果
と

し
て
財
政
処
置
な
ど
が
有
利

に
な
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
辺
地
に
該
当
す
る
た
め
に

は
、
人
口
要
件
と
地
理
的
要

件
が
あ
る
。

　
今
回
、
熊
野
浦
と
鈴
に
お

い
て
の
事
業
計
画
を
受
け
、

人
口
要
件
に
合
う
よ
う
両
地

区
を
統
合
し
た
形
で
、
新
た

な
計
画
を
策
定
し
た
。

　
中
の
川
な
ど
、
他
の
地
区

に
も
人
口
要
件
な
ど
で
統
合

の
可
能
性
が
あ
る
所
も
あ
ろ

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
17
億
６
２
８
４
万
円

　
不
納
欠
損
額
は
66
万
円
、

収
入
未
済
額
９
０
７
万
円
。

・
国
民
健
康
保
険
税
収
入

　
　
　
２
億
５
２
５
６
万
円

　
前
年
度
比
６
７
０
万
円
減
。

収
入
未
済
額
は
９
４
１
万
円

で
、
前
年
度
比
28
万
円
減
。

・
県
支
出
金

　
　
　
　
13
億
４
６
０
万
円

　
前
年
度
比
１
億
９
３
３
５

万
円
増
。

・
繰
入
金
　

　
　
　
１
億
６
５
８
０
万
円

　
前
年
度
比
２
８
２
万
円
減
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
17
億
２
７
０
７
万
円

　
前
年
度
比
１
億
９
６
７
７

万
円
増
。
な
お
、
歳
入
と
歳

出
の
差
引
残
額
は
３
５
７
６

万
円
。

・
保
険
給
付
費

　
　
　
12
億
５
８
５
６
万
円

　
前
年
度
比
１
億
９
１
１
１

万
円
増
。

・
納
付
金

　
　
　
３
億
５
７
６
４
万
円

　
県
に
納
付
し
て
い
る
各
種

負
担
金
で
、
前
年
度
比
１
２

０
６
万
円
減
。

・
積
立
金
　
３
８
６
０
万
円

　
同
事
業
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
み
立
て
で
、
昨
年
度
比

１
１
６
２
万
万
円
増
。

　
　 

　
　 

　
認
定
（
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
直
診
特
別

会
計

○
歳
入
総
額 

　
　
　
　
　
５
７
６
７
万
円

・
診
療
収
入    

９
８
１
万
円

　
前
年
度
比
61
万
円
増
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
３
７
０
０
万
円

　
前
年
度
比
１
０
０
０
万
円

増
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
　
　
５
７
１
１
万
円

　
前
年
度
比
１
５
２
０
万
円

増
。

　
差
引
残
額
は
56
万
円
。

　
　
　
　 

　 

認
定
（
全
員
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
16
億
７
６
５
０
万
円

・
保
険
料  

　
　
　
２
億
６
５
１
０
万
円

　
収
入
未
済
額
96
万
円
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
２
億
６
７
６
６
万
円

○
歳
出
総
額

　
　
　
15
億
９
９
０
６
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
７
７
４
３
万
円
。

・
保
険
給
付
費

　
　
　
14
億
６
７
８
８
万
円

　
前
年
度
比
４
９
２
３
万
円

減
。

　
　
　
　
　   

認
定
（
全
員
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
１
６
４
３
万
円

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
１
６
４
３
万
円

　
差
引
残
額
は
６
７
３
円
。

　
収
入
未
済
額
は
な
し
。
　

　
　
　
　
　   

認
定
（
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事

業
特
別
会
計
。

○
歳
入
総
額

　
　
　
２
億
３
８
２
３
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
１
億
４
６
９
０
万
円

　
還
付
未
済
額
を
除
い
た
保

険
料
収
入
未
済
額
は
７
万
円

で
、
前
年
度
比
16
万
円
減
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
８
１
０
１
万
円

　
前
年
度
比
２
３
５
万
円
増
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
２
億
３
１
２
４
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
６
９
９
万
円
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金  

　
　
　
２
億
１
６
９
９
万
円

　
前
年
度
比
９
５
８
万
円
増
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計

　
本
事
業
は
、
貸
付
事
業
が

終
了
し
、
貸
付
金
回
収
の
み
。

○
歳
入
総
額
　

　
　
　
　
　
１
６
１
３
万
円

　
収
入
未
済
額
は
５
９
２
２

万
円
で
、
前
年
度
比
２
５
８

万
円
減
。

○
歳
出
総
額
　
　
　
99
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
１
５
１
３
万
円
。

　
　
　
　
　  

認
定
（
全
員
）

●
宮
川
奨
学
資
金
特
別
会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
２
０
２
７
万
円

・
返
還
金   

１
６
５
３
万
円

　
収
入
未
済
額
は
６
５
６
万

円
、
前
年
度
比
９
万
円
減
。

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
１
３
２
１
万
円

　
不
用
額
は
１
万
円
。

・
奨
学
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
８
４
０
万
円

・
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
４
７
８
万
円

　
ま
た
、
差
引
残
額
、
翌
年

度
繰
越
額
共
に
７
０
５
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
３
億
６
７
４
万
円

・
使
用
料
及
び
加
入
料
等

　
　
　
１
億
３
５
３
６
万
円

　
昨
年
度
よ
り
４
９
２
万
円

増
。
収
入
未
済
額
は
51
万
円

で
前
年
度
比
５
万
円
減
。

・
繰
入
金 

　
　
　
１
億
６
０
５
０
万
円

○
歳
出
総
額

　
　
　
　
３
億
６
６
６
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
８
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会

計　
水
道
事
業
会
計
を
除
く
各

会
計
の
特
別
職
、
一
般
職
の

人
件
費
を
一
括
で
処
理
し
て

い
る
も
の
。

○
歳
入
総
額
・
歳
出
総
額
共

に
　
　
13
億
８
９
３
２
万
円

　
前
年
度
比
９
７
２
万
円
減
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
水
道
事
業
特
別
会
計

　
主
な
建
設
改
良
工
事
は
、

有
井
川
地
区
基
幹
管
路
更
新

工
事
、
佐
賀
地
区
基
幹
管
路

更
新
工
事
、
小
黒
ノ
川
地
区

配
水
管
移
設
工
事
を
施
工
。

　
ま
た
、
鞭
と
湊
川
の
取
水

ポ
ン
プ
の
取
替
工
事
と
上
川

口
浄
水
場
へ
の
色
度
濁
度
計

の
設
置
工
事
、
佐
賀
地
区
低

区
配
水
池
の
流
量
計
更
新
工

事
等
も
行
っ
た
。

○
事
業
収
益

　
　
　
２
億
９
５
１
９
万
円

　
前
年
度
比
18
・
７
％
増
。

令
和
５
年
度 

特
別
会
計
決
算
の
認
定

●
馬
荷
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
変
更

　
今
回
の
計
画
変
更
は
、
本

計
画
期
間
内
の
事
業
費
等
の

変
更
に
伴
い
、
辺
地
債
の
予

定
額
を
増
額
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
可
決
（
全
員
）

●
鈴
・
熊
野
浦
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
鈴
地
区
と
熊
野
浦
地
区
に

お
い
て
、
今
年
度
か
ら
実
施

計
画
の
町
道
成
又
熊
野
浦
と

町
道
熊
ノ
浦
海
岸
線
の
道
路

改
良
事
業
、
ヒ
ジ
ロ
ケ
谷
橋

と
ウ
タ
ノ
ハ
エ
橋
の
橋
梁
改

修
事
業
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら

○
事
業
費
用
　

　
　
　
２
億
４
０
５
２
万
円

　
前
年
度
比
１
・
８
％
増
。

　
増
加
の
主
な
要
因
は
、
原

水
及
び
浄
水
費
の
修
繕
料
の

増
加
と
配
水
及
び
給
水
費
の

修
繕
料
の
増
加
、
総
係
費
の

給
料
、
手
当
の
増
加
。

　
当
年
度
は
、
事
業
収
益
、

事
業
費
用
共
に
増
加
と
な
り
、

損
益
で
は
５
４
６
７
万
円
の

純
利
益
と
な
っ
た
。　
　
　

　
　
　
　 

　 

認
定
（
全
員
）

●
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
１
０
３
７
万
円

○
歳
出
総
額
　
８
５
６
万
円

　
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越
額

共
に
１
８
１
万
円
。　

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額
　
　

　
　
　
　
　
８
４
７
２
万
円

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
８
１
９
６
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
２
７
５
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

実
施
予
定
の
町
道
荷
稲
鈴
線

道
路
改
良
事
業
を
行
う
新
た

な
５
カ
年
計
画
を
策
定
す
る

も
の
。　

　
こ
の
議
案
は
、
辺
地
計
画

の
事
業
の
変
更
だ
が
、
構
成

す
る
地
域
の
変
更
が
出
来
る

の
で
あ
れ
ば
、
隣
接
の
中
の

川
地
区
も
辺
地
に
該
当
す
る

と
思
う
が
、
区
域
を
広
げ
る

の
は
難
し
い
こ
と
か
。

う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

に
は
県
の
事
前
の
承
認
や
協

議
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
そ
れ
ら
も
考
え

な
が
ら
辺
地
事
業
を
よ
り
有

利
に
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ

う
、
工
夫
し
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
。

　
工
事
場
所
は
、
残
土
を
入

れ
て
い
る
所
で
は
と
思
う
が
、

こ
の
工
事
を
４
１
０
万
円
で

出
来
る
の
か
と
、
予
算
措
置

の
状
況
は
。

　
ま
た
、
今
回
の
説
明
で
は
、

平
面
図
な
ど
の
説
明
資
料
が

全
く
な
い
。
計
画
を
出
す
時

は
少
な
く
と
も
平
面
図
は
必

要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
こ
の
工
事
に
つ
い
て
は
、

成
又
熊
野
浦
線
の
言
わ
れ
て

い
る
箇
所
に
な
る
。

　
こ
の
改
良
す
る
場
所
が
、

勾
配
が
急
峻
で
道
路
構
造
令

に
合
わ
ず
、
そ
の
方
法
で
は

出
来
な
い
た
め
、
現
道
部
分

の
拡
幅
を
計
画
し
た
も
の
。

　
こ
の
成
又
熊
野
浦
線
の
改

良
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
熊

野
浦
と
鈴
の
方
に
も
、
地
区

懇
を
開
催
し
、
意
見
な
ど
も

頂
い
た
。
そ
の
折
、
現
状
の

未
改
良
箇
所
の
拡
幅
に
つ
い

て
は
了
承
を
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
の
予
算
は
、
当

初
予
算
に
て
措
置
し
て
い
る
。

　
そ
れ
以
降
の
県
道
ま
で
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
改
良
の
予
定
は
な
い
。

　
要
望
の
、
こ
の
辺
地
計
画

の
図
面
は
、
総
務
委
員
会
に

追
加
資
料
と
し
て
提
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

馬
荷
辺
地
の

辺
地
債
予
定
額
増
額

鈴
・
熊
野
浦
辺
地

 

総
合
整
備
計
画
を

山
本 

久
夫 

議
員

矢
野 

昭
三 

議
員

河
村 

建
設
課
長

成
又
熊
野
浦
線
の
道
路
拡
幅

部
。
右
側
は
残
土
を
入
れ
て

い
る
場
所

地

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長


